
翠
巒
（

す
い
ら
ん
）

祭
は
、

昭

和
23
年
か

ら
「
文
化
祭

」
と
し

て

開
催
さ
れ
、
そ
の

後
昭
和

36
年

に

「
翠
巒
祭

」
と
名
称
が

変
更
さ

れ

た
。
そ
の

後
現
在
ま
で

続
い
て

い

る
、
伝
統

の
あ
る
行
事

で
あ
る

。

現
在
で
は

、
翠
巒
祭
は

高
高
の

一

大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、

高
高
生

が

一
丸
と
な

っ
て
協
力
し

て
創
り

上

げ
て
い
る

。
今
年
の
６

月
に
行

わ

れ
た
第
72
回
翠
巒
祭
で
は
、
第
67

回
翠
巒
祭

以
降
５
年
ぶ

り
と
な

る

入
場
無
制

限
開
催
で
行

な
わ
れ

、

多
く
の
観

客
が
来
場
し

た
。
ク

ラ

ス
展
示
、

部
活
動
展
示

や
体
育

館

行
事
、
イ

ベ
ン
ト
ス
テ

ー
ジ
な

ど

が
行
な
わ

れ
た
。
ク
ラ

ス
展
示

、

部
活
動
展

示
の
人
気
投

票
の
結

果

で
は
、
ク
ラ
ス
展
示
で
は
２
―
６
、

２
―
７
合
同
展

示
の
「

ト
ロ

ッ
コ

タ
カ
ベ
ン
チ
ャ

ー
」
、

部
活

動
展

示
で
は
鉄
道
研

究
部
の

展
示

が
１

位
を
獲
得
し
た
。

翠
巒
祭
は
実

行
委
員

会
を

中
心

と
し
て
生
徒
主

体
で
開

催
さ

れ
て

い
る
。
翠
巒
祭

を
主
導

す
る

実
行

委
員
会
は
、
15
の
班
、

23
の

課
に

よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い

て
、

今
年

は
２
６
４
人
が

参
加
し

た
。

翠
巒

祭
は
実
行
委
員

会
な
し

で
は

成
り

立
た
な
い
も
の

と
な
っ

て
い

る
。

そ
こ
で
、
来
年
度
の
第

73
回

翠
巒

祭
実
行
委
員
長

に
な
っ

た
清

水
孝

一
く
ん
（
２
の

１
）
に

話
を

聞
い

た
。ま

ず
、
自
身

の
考
え

る
翠

巒
祭

の

魅

力

に

つ

い

て

尋

ね

る

と

、

「
翠
巒
祭
の
最

大
の
魅

力
は

、
実

行
委
員

や
先
生
方
だ

け
で
な

く
、

部
活
動

や
一
般
生
徒

全
員
が

協
力

し
て
創

り
上
げ
る
こ

と
に
あ

る
と

思
う
。

ま
た
、
文
化

祭
が
２

年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
高
校
が
多
い
中
、

高
高
で

は
毎
年
行
な

わ
れ
る

点
も

魅
力
だ

。
毎
年
挑
戦

を
続
け

、
成

長
を
実

感
す
る
こ
と

が
で
き

る
」

と
答
え
た
。

次
に

、
来
年
度
の

翠
巒
祭

を
ど

の
よ
う

な
も
の
に
し

た
い
か

と
質

問
す
る

と
、
「
新
し

い
企
画

や
展

示
を
通

じ
て
、
よ
り

多
く
の

生
徒

が
自
分

の
才
能
を
発

揮
し
、

来
場

者
に
感

動
を
与
え
ら

れ
る
よ

う
な

も
の
に
し
た
い
。
ま
た
個
人
的
に
、

毎
年
恒

例
と
な
っ
て

い
る
巨

大
壁

画
を
ギ

ネ
ス
世
界
記

録
に
登

録
し

た
い
と

考
え
て
い
る

。
自
分

の
代

で
こ

れ
を
実

現
す
る
こ
と

が

で
き

た
ら

、
歴
史

に
残
る
翠
巒

祭

に
な

る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

最

後
に
、

「
翠
巒
祭
は

高

高
生

が
自

ら
創
り

上
げ
る
群
馬

県

内
最

大
級

の
文
化

祭
だ
。
高
高

に

入
学

し
た

際
に
は

、
ぜ
ひ
皆
さ

ん

に
も

実
行

委
員
会

に
参
加
し
て

、

一
緒

に
翠

巒
祭
を

創
り
上
げ
る

感

動
を

味
わ

っ
て
ほ

し
い
と
思
う

。

翠
巒

祭
の

準
備
を

通
じ
て
得
ら

れ

る
仲

間
と

の
絆
や

達
成
感
は
一

生

の
宝

物
に

な
る
。

ま
た
、
翠
巒

祭

の
経

験
は

自
分
自

身
の
成
長
に

も

つ
な

が
り

、
多
く

の
事
を
学
ぶ

機

会
に

も
な

る
だ
ろ

う
。
皆
さ
ん

が

未
来

の
実

行
委
員

と
し
て
新
し

い

ア
イ

デ
ア

や
情
熱

を
も
っ
て
翠

巒

祭
に

参
加

し
、
素

晴
ら
し
い
イ

ベ

ン
ト

を
共

に
創
り

上
げ
る
こ
と

を

楽
し

み
に

し
て
い

る
。
そ
の
前

段

階
と

し
て

受
検
を

頑
張
っ
て
ほ

し

い
」

と
エ

ー
ル
を

送
っ
た
。
（

福

田
）

高
高
に

は
毎
年

９
月
に
県
内
の

ラ

イ

バ

ル

校

で

あ

る

前

橋

高

校

（
以
下
：

前
高
）

と
ス
ポ
ー
ツ
で

競
い
合
う

定
期
戦

と
い
う
行
事
が

あ
る
。
定

期
戦
は

、
１
９
４
９
年

（
昭
和
24
年
）
に

始
ま
り
、
今
年

で

78
回
を

迎
え
る

由
緒
あ
る
伝
統

行
事
だ
。

現
在
の

戦
績
は
、
高
高

が

46
勝
25
敗
３
分

（
中
止
３
回
）

と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
高
高
は

昨
年
史
上

最
高
の

８
連
覇
を
達
成

し
た
。

こ

の

定

期

戦

に

向

け

て

、

両

校

の

生

徒

は

実

行

委

員

を

中

心

に

練
習

に
励
ん

で
い

る
。

特

に
、

玉

入

れ

、

綱

引

き

、

駅

伝

は

得

点

の

割

合

が

高

く

、

練

習

に

重

点

が
置

か
れ
て

い
る

。
し

か

し
、

昨

年

の

定

期

戦

で

は

こ

の

う

ち

玉

入

れ

と

駅

伝

で

前

高

に

敗

北

し

た

た

め

、

実

行

委

員

を

中

心

と

し

た

生

徒

は

、

こ

れ

ら

の

対

策

を

練

り

な

が

ら

練

習

を

行

な

い
、
９
連
覇
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
、
高
高
で
は
、
勉

強

だ
け
で

な
く
学
校
行
事
に
も
力

を

注
い
で

い
る
。
こ
の
定
期
戦
を

通

し
て
、

多
く
の
人
が
自
分
自
身

の
精
神
的
な
成
長
に
繋
げ
て
い
る
。

ぜ

ひ
と
も

こ
れ
か
ら
高
高
を
目
指

す

中
学
３

年
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

高

高
に
入

学
し
た
な
ら
ば
、
こ
の

定

期
戦
と

い
う
行
事
に
も
目
を
向

け
て
ほ
し
い
と
思
う
。
（
樋
口
）
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高
高
は
、
５
月
に
行
な
わ
れ
た

令
和
６
年
度
群
馬
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
で
男
子
総
合
２
位
に

輝
い
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
バ
レ
ー

が
団
体
で
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

さ
ら
に
、
陸
上
が
混
成
８
種
で
優

勝
し
た
。
こ
の
３
つ
の
部
活
動
に

加
え
て
水
泳
、
山
岳
、
ス
キ
ー
、

卓
球
が
関
東
大
会
に
出
場
し
た
。

特
に
バ
レ
ー
は
、
県
総
体
に
加
え

６
月
の
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
群
馬
県
予
選
会
で
優
勝
し
て

お
り
、
昨
年
度
２
月
の
新
人
戦
で

の
優
勝
か
ら
こ
こ
ま
で
で
、
３
冠

を
達
成
し
た
。

ま
た
、
７
月
31
日
か
ら
８
月
５

日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
第
48
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
は
、

将
棋
、
文
藝
、
小
倉
百
人
一
首
か

る
た
、
弁
論
、
新
聞
が
出
場
し
た
。

高
高
は
運
動
部
、
文
化
部
と
も

に
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
今
後
の

彼
ら
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

（
荻
野
）

高
高
で
は
、
２
年
次
よ
り
文
系
と
理
系

に
分
か
れ
て
授
業
を
行
な
う
。
文
系
と

理
系
の
選
択
は
１
年
次
の
12
月
に
行
な

わ
れ
、
近
年
は
理
系
が
４
ク
ラ
ス
、
文

系
は
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
▼
高

高
の
２
年
生
は
、
理
系
が
１
７
６
人
で

あ
る
の
に
対
し
、
文
系
は
１
０
５
人
で
、

全
体
の
37
％
に
す
ぎ
な
い
。
高
高
に
お

け
る
理
系
へ
の
人
数
の
偏
り
は
今
年
だ

け
で
な
く
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
顕
著

で
あ
る
。
ま
た
、
前
高
も
文
系
に
比
べ

て
理
系
の
比
率
が
高
い
学
校
で
あ
る
。

現
在
の
前
高
の
３
年
生
は
、
高
高
と
同

じ
く
理
系
が
４
ク
ラ
ス
で
文
系
が
３
ク

ラ
ス
、
２
年
生
は
理
系
が
５
ク
ラ
ス
で

文
系
は
２
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
▼
理

系
を
選
ぶ
生
徒
が
多
い
理
由
と
し
て
、

自
身
が
行
な
っ
た
研
究
が
職
業
に
直
結

し
や
す
い
と
い
う
点
が
あ
る
。
大
学
院

ま
で
進
ん
で
好
き
な
研
究
を
続
け
、
そ

れ
を
将
来
の
職
業
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
る
よ
う
だ
。
事
実
、
男
子
高
校
生
の

将
来
成
り
た
い
職
業
の
中
に
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
や
Ｉ
Ｔ
関
連
と
い
っ
た
理
系
の
職

業
が
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
は
理
系
の
需
要
が
高
い
、

い
ざ
と
な
っ
た
ら
文
転
で
き
る
と
い
っ

た
世
間
の
風
潮
が
あ
る
▼
し
か
し
、

「
就
職
し
や
す
い
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
、
安
易
に
理
系
を
志
望
す
る
こ
と
は

正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
理
系
は
、
専
門

分
野
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
就
職
の
幅
が

狭
ま
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
関
係
等
の
一
見
理
系
の
企
業
で
も
、

営
業
、
広
告
宣
伝
、
人
事
、
法
務
、
経

理
な
ど
は
文
系
の
仕
事
で
あ
る
▼
文
部

科
学
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
１
年
間
に

大
学
を
中
退
す
る
学
生
は
、
全
体
の
約

10
％
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
改
め
て

自
分
が
本
当
に
学
び
た
い
こ
と
を
見
つ

め
直
し
、
後
悔
し
な
い
選
択
を
し
て
ほ

し
い
。

（
荒
井
）

壁画の準備の様子

アーチの準備の様子

全
国
で
活
躍

部
活
動
成
績

綱
引
き
の
様
子

翠
巒
祭

長
い
伝
統
と
県
内
最
大
級
の
規
模

高前定期戦

自らの精神的な成長目指す


